
学校番号 1006 

令和２年度 芸術科（音楽） 

 

教科 音楽 科目 音楽史 単位数 ２単位 年次 ２・３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 ＣＤ ＤＶＤ各種 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

音楽の歴史を考察しながら、音楽の文化的意義を理解しましょう。 

音楽に対する豊かな感性と、音楽文化の発展に寄与する態度を持つことができるように学習に取り組

みましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 音楽史の学習を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、専門的な音楽に関する資質・能力を身

に付ける。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:音楽への関心・意欲・態度 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

主体的に学習し、音楽に関する伝統と文化

を尊重する態度を持っている。 

我が国及び諸外国の音楽の歴史について

理解することができるようになり、多様な音

楽の文化的価値について考えることができ

るようになる。 

評
価
方
法 

観察 

感想レポート 

観察 

感想レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a d 

１
学
期 

中
世
～
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
音
楽
～
古
典
派 

グレゴリオ聖歌 

ノートルダム楽派 

ルネサンス 

   パレストリーナ 

バロック音楽 

   Ｊ.Ｓ.バッハ 

   G.F.ヘンデル 

前期古典派の音楽  

   J.ハイドン 

 

○ ○ a: 主体的に学習し、音楽に

関する伝統と文化を尊重す

る態度を持っている。 

d: 我が国及び諸外国の音

楽の歴史について理解する

ことができるようになり、

多様な音楽の文化的価値に

ついて考えることができる

ようになる。 

 

観察 

感想レポート 

 
 

 

２
学
期 

 
 

古
典
派
～
ロ
マ
ン
派
～
国
民
楽
派
の
音
楽 

古典派の音楽 

  W.A.モーツアルト 

  L.v.ベートーヴェン 

ロマン派～国民楽派の音楽 

  シューベルト、シューマン 

  ショパン、リスト 

  メンデルスゾーン 

  ワーグナー、ヴェルディ 

  ビゼー、ドボルジャーク 

  チャイコフスキー 

  ロシア５人組、 他 

 

○ ○ a: 主体的に学習し、音楽に

関する伝統と文化を尊重す

る態度を持っている。 

d: 我が国及び諸外国の音

楽の歴史について理解する

ことができるようになり、

多様な音楽の文化的価値に

ついて考えることができる

ようになる。 

 

観察 

感想レポート 

３
学
期 

印
象
派
～
近
現
代
の
音
楽 

印象派の音楽 

  ドビュッシー、ラヴェル 

近現代の音楽 

  ストラヴィンスキー 

  エルガー、ホルスト 

サティ、シェーンベルク 

ガーシュイン  他 

○ ○ a: 主体的に学習し、音楽に

関する伝統と文化を尊重す

る態度を持っている。 

d: 我が国及び諸外国の音

楽の歴史について理解する

ことができるようになり、

多様な音楽の文化的価値に

ついて考えることができる

ようになる。 

 

観察 

感想レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


